
【
デ
ジ
タ
ル
版 

む
か
し
の
桐
生
に
ふ
れ
て
み
よ
う 

No５

】 

乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候
（
産
業
永
々
繁
昌
、
五
穀
成
就
之
た
め
祭
礼
可
仕
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【
釈
文
】 

乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候 

一 

御
領
分
上
州
山
田
郡
桐
生
新
町
惣
百
姓
・
惣
代
之
者
奉
申
上
候
、 

 
 

乍
恐 

 
 

東
照
大
権
現 

 
 

母
衣
輪
大
権
現 

   

牛
頭
天
王 

  

右
三
社
を
奉
唱
市
神
与
、
往
古
ゟ
毎
年
御
祭
礼 

之
節
、
附
祭
り
ニ
子
供
踊
り
仕
候
処
、
寛
政
十
一
未
年
、 

浄
瑠
璃
・
芝
居
同
様
之
義
ハ
不
相
成
趣
、
御
觸
御
座
候
ニ
付 

遠
慮
仕
、
子
供
踊
之
儀
者
相
休
罷
在
候
、
然
所
近
年 

御
祭
礼
之
節
餘
り
淋
敷
相
成
候
得
者
、
人
気
不
悦
㐂
故
、 

自
然
と
信
心
も
疎
く
相
成
候
様
奉
存
候
、
此
段
何
と
も 

歎
敷
奉
存
候
ニ
付
、
左
ニ
御
願
奉
申
上
候
、
桐
生
領
之
儀
者 

山
谷
場
狭
之
村
方
ニ
候
故
、
農
業
計
ニ
而
ハ
渡
世
相
成
兼 

可
申
土
地
ニ
候
所
、
幸
ニ
往
古
ゟ
今
ニ
至
迠
、
耕
作
之
間
ゝ 

糸
繰
絹
織
候
産
業
有
之
故
、
面
々
糸
絹
渡
世
仕
候 



儀
ニ
御
座
候
、
然
ル
ニ
天
正
十
八
年
〔
関 

脱
カ

〕
東
八
ヶ
國
一
圓
ニ
相
成 

乍
恐 

東
照
大
権
現
様
被 

為
遊
御
入
國
候
以
後
、
慶
長
五
年 

厩
橋
城
主
平
岩
七
之
助
様
ゟ
御
申
渡
有
之
、
桐
生 

領
之
儀
者
以
前
為
御
吉
例
之
地
、
御
籏
絹
上
納 

被
仰
付
、
則
桐
生
領
五
十
四
ヶ
村
ゟ
白
絹
貮
千
四
百
拾
疋
幷 

御
籏
竿
・
御
差
物
竿
・
御
志
な
ひ
竹
奉
差
上
候
、
然
ル
処 

夫
ゟ
以
来
絹
賣
捌
方
段
々
多
分
ニ
相
成
、
年
増
ニ 

絹
織
出
し
方
繁
昌
仕
候
儀
、
誠
ニ
御
治
世
之
御
威
徳
と 

惣
百
姓
一
同
偏
ニ
難
有
奉
存
罷
在
候
所
、
明
暦
年
中 

御
代
官
諸
星
庄
兵
衛
様
御
支
配
之
節
被
仰
出
候
者
、 

御
籏
絹
致
献
上
候
以
来
、
絹
捌
方
宜
敷
當
所
繁
昌 

成
義
、
偏
ニ
御
恩
徳
ニ
候
得
者
、
先
年
初
而
御
籏
絹 

致
献
上
候
日
を
祭
日
と
相
定
、
當
所
産
業
永
々 

繁
昌
五
穀
成
就
之
た
め
祭
礼
可
仕
旨
、
厚
キ 

思
召
を
以
被
仰
付
候
、
但
し
先
年
六
月
廿
三
日
初
而 

御
籏
絹
献
上
仕
候
故
、
其
日
を
祭
日
と
相
定
、 

右
市
神
三
社
御
祭
礼
執
行
申
候
、
夫
ゟ
以
来 



年
々
無
怠
慢
御
祭
礼
仕
候
由
申
傳
候
、
其
砌
ゟ 

毎
年
御
祭
礼
之
節
、
附
祭
り
ニ
手
軽
キ
子
供
踊
り 

仕
来
候
所
、
近
代
河
原
者
等
を
相
交
へ
手
重
ニ
相
成
候
ニ
付
、 

以
来
者
諸
事
手
軽
ニ
致
し
、
美
麗
成
義
決
而
仕
間
敷
旨
、 

去
ル
寛
政
五
年
丑
ノ
年 

御
屋
鋪
様
ゟ
厳
敷
被
仰
付
候
ニ
付
、
成
丈
手
軽
ニ
仕
、 

美
麗
成
義
者
相
省
キ
申
候
所
、
尚
亦
寛
政
十
一
未
年
、 

御
公
儀
様
ゟ
芝
居
狂
言
ニ
類
し
候
儀
者
不
相
成
段
、 

厳
重
ニ
被
仰
出
候
趣
、
御
觸
達
し
御
座
候
ニ
付
奉
恐
入
、 

御
觸
以
後
者
、
右
附
祭
り
之
義
ハ
遠
慮
仕
罷
在
候
、 

然
共
、
可
相
成
儀
ニ
御
座
候
ハ
ゝ
、
往
古
之
通
り
附
祭
り
ニ 

手
軽
キ
子
供
踊
り
仕
度
奉
存
候
、
右
様
ニ
被
仰
付 

被
下
置
候
得
者
、
子
供
若
者
共
ハ
不
及
申
、
老
人
迠
も 

同
様
悦
㐂
仕
り
、
〔
當 

脱
カ

〕
所
繁
〔
昌 

脱
カ

〕
五
穀
成
〔
就 

脱
カ

〕
之
祈
念
信 

心
も
／
相
増
候
儀
ニ
御
座
候
、
尤
諸
色
入
用
等
も
少
々
者 

相
懸
り
候
得
共
、
右 

御
神
之
依
御
威
徳
、
當
所
繁
栄
仕
候
儀
ニ
御
座
候
得
者
、 

少
々
ハ
入
用
相
懸
り
候
而
も
、
不
苦
儀
と
乍
恐
奉
存
候
、 



併
格
別
奢
ヶ
間
敷
儀
者
決
而
不
仕
、
諸
色
失
墜
無
之
様 

一
統
申
合
、
急
度
相
慎
可
申
候
間
、
格
別
之
御
勘
弁
を
以 

御
聞
済
被
成
下
、
右
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ゝ
、 

當
所
繁
昌
之
基
と
惣
百
姓
一
同
、
偏
ニ
難
有
仕
合
ニ 

奉
存
候
、
以
上 

御
領
分 

上
州
山
田
郡
桐
生
新
町 

文
化
四
卯
年
五
月 

 

【
読
み
下
し
文
】 

恐
れ
乍
ら
書
附
を
以
て
願
い
上
げ
奉
り
候 

一 

御
領
分
上
州
山
田
郡
桐
生
新
町
惣
百
姓
・
惣
代
の
者
申
し
上
げ
奉
り
候
、 

   

恐
れ
乍
ら 

 
 

東
照
大
権
現 

母
衣
輪
大
権
現 

牛
頭
天
王 

右
三
社
を
市
神
と
唱
え
奉
り
、
往
古
よ
り
毎
年
御
祭
礼 

の
節
、
附
祭
り
に
子
供
踊
り
仕
り
候
処
、
寛
政
十
一
未
年 



  
 

浄
瑠
璃
・
芝
居
同
様
の
義
は
、
相
い
成
ら
ざ
る
趣
、
御
觸
御
座
候
に
付 

   

遠
慮
仕
り
、
子
供
踊
り
の
儀
は
相
休
み
罷
り
在
り
候
、
然
る
所
近
年 

   

御
祭
礼
の
節
、
餘
り
淋
敷
く
相
成
り
候
え
ば
、
人
気
悦
喜
せ
ざ
る
故
、 

   

自
然
と
信
心
も
疎
く
相
成
り
候
様
存
じ
奉
り
候
、
此
段
何
と
も 

歎
か
わ
敷
く
存
じ
奉
り
候
に
付
、
左
に
御
願
い
申
上
げ
奉
り
候
、
桐
生
領
の 

儀
は
／
山
谷
場
狭
の
村
方
に
候
故
、
農
業
計
り
に
て
は
渡
世
相
成
り
兼
ね 

申
す
べ
き
土
地
に
候
所
、
幸
い
に
往
古
よ
り
今
に
至
る
迄
、
耕
作
の
間
々 

糸
繰
り
絹
織
り
候
産
業
こ
れ
有
る
故
、
面
々
糸
絹
渡
世
仕
り
候 

儀
に
御
座
候
、
然
る
に
天
正
十
八
年
〔
関 

脱
カ

〕
東
八
ヶ
國
一
圓
に
相
成
り
、 

恐
れ
乍
ら 

東
照
大
権
現
様 

御
入
國
遊
ば
さ
れ
候
以
後
、
慶
長
五
年 

厩
橋
城
主
平
岩
七
之
助
様
よ
り
御
申
渡
し
こ
れ
有
り
、
桐
生 

領
の
儀
は
以
前
御
吉
例
の
地
と
為
し
、
御
籏
絹
上
納 

仰
せ
付
け
ら
れ
、
則
ち
桐
生
領
五
十
四
ヶ
村
よ
り
白
絹
貮
千
四
百
拾
疋
幷 

御
籏
竿
・
御
差
物
竿
・
御
志
な
ひ
竹
差
し
上
げ
奉
り
候
、
然
る
処 

夫
れ
よ
り
以
来
絹
賣
捌
き
方
段
々
多
分
に
相
成
り
、
年
増
し
に 

絹
織
り
出
し
方
繁
昌
仕
り
候
儀
、
誠
に
御
治
世
の
御
威
徳
と 

惣
百
姓
一
同
偏
に
有
難
く
存
じ
奉
り
罷
り
在
り
候
所
、
明
暦
年
中 



御
代
官
諸
星
庄
兵
衛
様
御
支
配
の
節
仰
せ
出
さ
れ
候
は
、 

御
籏
絹
献
上
致
し
候
以
来
、
絹
捌
き
方
宜
敷
く
當
所
繁
昌 

成
る
義
、
偏
に
御
恩
徳
に
候
え
ば
、
先
年
初
め
て
御
籏
絹 

献
上
致
し
候
日
を
祭
日
と
相
定
め
、
當
所
産
業
永
々 

繁
昌
五
穀
成
就
の
た
め
祭
礼
仕
る
べ
き
旨
、
厚
き 

思
し
召
し
を
以
て
仰
せ
付
け
ら
れ
候
、
但
し
先
年
六
月
廿
三
日
初
め
て 

御
籏
絹
献
上
仕
り
候
故
、
そ
の
日
を
祭
日
と
相
定
め 

右
市
神
三
社
御
祭
礼
執
行
申
し
候
、
夫
れ
よ
り
以
来 

年
々
怠
慢
な
く
御
祭
礼
仕
り
候
由
申
傳
ヘ
候
、
そ
の
砌
よ
り 

毎
年
御
祭
礼
の
節
、
附
祭
り
に
手
軽
き
子
供
踊
り 

仕
来
り
候
所
、
近
代
河
原
者
等
を
相
交
へ
手
重
に
相
成
り
候
に
付
、 

以
来
は
諸
事
手
軽
に
致
し
、
美
麗
成
る
義
決
し
て
仕
る
間
敷
き
旨
、 

去
る
寛
政
五
年
丑
の
年 

御
屋
鋪
様
よ
り
厳
敷
く
仰
せ
付
け
ら
れ
候
に
付
、
成
丈
手
軽
に
仕
り
、 

美
麗
成
る
義
は
相
省
き
申
し
候
所
、
尚
亦
寛
政
十
一
未
年
、 

御
公
儀
様
よ
り
芝
居
狂
言
に
類
し
候
儀
は
相
成
ら
ざ
る
段
、 

厳
重
に
仰
せ
出
だ
さ
れ
候
趣
、
御
觸
達
し
御
座
候
に
付
、
恐
れ
入
り
奉
り
、

 

御
觸
以
後
は
、
右
附
祭
り
の
義
は
遠
慮
仕
り
罷
り
在
り
候
、 



然
れ
ど
も
、
相
成
る
べ
く
儀
に
御
座
候
は
ば
、
往
古
の
通
り
附
祭
り
に 

手
軽
き
子
供
踊
り
仕
り
度
存
じ
奉
り
候
、
右
様
に
仰
せ
付
け
ら
れ 

下
し
置
か
れ
候
え
ば
、
子
供
若
者
共
は
申
す
に
及
ば
ず
、
老
人
迄
も 

同
様
悦
喜
仕
り
、
〔
當 

脱
カ

〕
所
繁
〔
昌 

脱
カ

〕
五
穀
成
〔
就 

脱
カ

〕
の
祈
念
信 

心
も
／
相
増
し
候
儀
に
御
座
候
、
尤
も
諸
色
入
用
等
も
少
々
は 

相
懸
り
候
え
ど
も
、
右 

御
神
の
御
威
徳
に
依
り
、
當
所
繁
栄
仕
り
候
儀
に
御
座
候
え
ば
、 

少
々
は
入
用
相
懸
り
候
て
も
、
不
苦
儀
と
恐
れ
乍
ら
存
じ
奉
り
候
、 

併
せ
て
格
別
奢
ヶ
間
敷
儀
は
決
し
て
仕
ら
ず
、
諸
色
失
墜
こ
れ
な
き
様 

一
統
申
し
合
わ
せ
、
急
度
相
慎
み
申
す
べ
く
候
間
、
格
別
の
御
勘
弁
を
以
て 

御
聞
き
済
み
成
し
下
さ
れ
、
右
願
い
の
通
り
仰
せ
付
け
ら
れ
下
し
置
か
れ
候 

は
ば
、
／
當
所
繁
昌
の
基
と
惣
百
姓
一
同
、
偏
に
有
難
き
仕
合
せ
に 

存
じ
奉
り
候
、
以
上
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
領
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

上
州
山
田
郡
桐
生
新
町 

 
 

文
化
四
卯
年
五
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【
解
説
】 

梅
雨
も
明
け
、
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
桐
生
の
町
で
は
、
例
年
な
ら
梅
雨

明
け
の
声
を
聞
く
（
子
供
な
ら
夏
休
み
）
と
同
時
に
、
お
祭
り
に
む
け
て
気
も
そ

ぞ
ろ
、
本
町
通
り
に
は
八
木
節
の
や
ぐ
ら
の
組
立
が
始
ま
り
、
当
番
町
に
天
王
様

て

ん

の

う

さ

ま

の
御
旅
所

お
た
び
し
ょ

（
御
假
屋

お

か

り

や

）
が
設
え
ら
れ
る
の
を
目
に
す
れ
ば
、
一
気
に
気
分
が
高
ま

り
ま
す
。
が
、
去
年
に
続
き
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
寂
し
い
夏
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

今
回
は
、
そ
ん
な
気
持
ち
も
あ
り
、
江
戸
時
代
の
桐
生
新
町
の
祭
り
の
様
子
を

う
か
が
わ
せ
る
古
文
書
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。 

 

 

ま
ず
は
、
江
戸
時
代
の
お
祭
り
話
の
ま
く
ら
に
、
少
し
ば
か
り
思
い
出
話
を
交

え
な
が
ら
、
今
日
の
お
祭
り
＝
「
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
」
の
こ
と
に
触
れ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
私
が
子
供
の
頃
は
「
桐
生
ま
つ
り
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
（
昭
和
六

十
三
年
ま
で
）
が
、
本
町
通
り
や
末
広
通
り
は
煌

き
ら

び
や
か
な
飾
り
付
け
の
施
さ
れ

た
竹
飾
り
に
彩
ら
れ
、
威
勢
の
い
い
八
木
節
に
合
わ
せ
て
や
ぐ
ら
を
囲
ん
で
踊

る
人
々
、
通
り
の
両
端
に
隙
間
な
く
並
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
屋
台
、
炎
天
下
の
な
か

市
役
所
か
ら
錦
町
に
出
て
本
町
通
り
を
天
神
様
（
桐
生
天
満
宮
）
ま
で
上
っ
て
く

る
華
や
か
な
仮
装
行
列
な
ど
な
ど
・
・
・
、
思
い
出
せ
ば
限

き
り

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、



今
回
の
古
文
書
に
絡
め
て
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
宵
に
な
り
家
族
で
出
か
け

る
と
、
必
ず
天
王
様
の
御
旅
所
に
お
参
り
す
る
こ
と
が
習
い
で
し
た
。
小
学
生
に

な
っ
た
か
な
ら
ず
か
の
子
供
で
し
た
か
ら
、
天
王
様
と
は
何
な
の
か
は
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
当
時
住
ん
で
い
た
本
町
一
丁
目
が
当
番
町
だ
っ
た
時
、
御
旅
所

の
番
を
し
て
い
た
近
所
の
お
じ
さ
ん
に
「
な
ん
で
『
て
ん
の
う
さ
ま
』
っ
て
い
う

の
」
と
聞
い
た
ら
、「『
ご
ず
て
ん
の
う
さ
ま
』
が
お
祭
り
の
神
様
だ
か
ら
、
て
ん

の
う
さ
ま
っ
て
い
う
ん
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

  

「
ご
ず
て
ん
の
う
」
と
は
、
祇
園
精
舎
の
守
護
神
「
牛
頭
天
王
」
の
こ
と
で
す
。

牛
頭
天
王
は
疫
病
を
振
り
ま
く
恐
ろ
し
い
行

ぎ
ょ
う

疫
え
き

神
し
ん

で
あ
る
と
同
時
に
、
丁
重
に

お
も
て
な
し
を
す
れ
ば
そ
の
災
厄
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
防
疫

ぼ

う

え

き

神
し

ん

と
も
信
じ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
非
業
の
死
を
遂
げ
た
も
の
の
魂
（
御
霊
）
は
、
そ

の
恨
み
を
晴
ら
そ
う
と
現
世
に
疫
病
や
天
変
地
異
と
い
っ
た
災
厄
も
た
ら
す
も

の
と
考
え
ら
れ
て
た
こ
と
も
あ
り
、
疫
病
を
司
り
、
か
つ
治
め
る
こ
と
も
で
き
る

牛
頭
天
王
は
霊
験
あ
ら
た
か
な
存
在
と
し
て
、
京
都
の
感
神
院
祇
園
社
（
今
の
京

都
祇
園
の
八
坂
神
社
）
に
祀
ら
れ
、
疫
病
退
散
を
期
待
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
祇
園

祭
が
旧
暦
六
月
に
執
り
行
わ
れ
て
い
た
の
は
、
衛
生
環
境
の
悪
い
前
近
代
の
社

会
に
お
い
て
は
、
疫
病
の
も
っ
と
も
流
行
す
る
時
期
だ
か
ら
で
す
。
今
な
お
京
都



の
祇
園
祭
で
は
、
例
年
七
月
十
七
日
に
装
飾
に
贅
を
凝
ら
し
た
山
鉾
が
町
を
巡

行
し
ま
す
が
、
牛
頭
天
王
を
も
て
な
し
楽
し
ま
せ
る
こ
と
で
、
疫
病
を
封
じ
る
と

い
う
古
来
か
ら
の
伝
統
あ
る
行
事
な
の
で
す
。 

 
 

 

で
は
江
戸
時
代
の
桐
生
の
お
祭
り
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
こ
の
古
文
書
を
読
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
の
文
書
は
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
桐
生
新
町
惣
百
姓
惣
代
か
ら
、
支

配
者
で
あ
る
出
羽
松
山
藩
の
陣
屋
に
対
し
て
差
し
出
さ
れ
た
願
書
の
控
え
で
、

そ
の
主
眼
は
、
毎
年
の
御
祭
礼
（
祇
園
祭
の
こ
と
。
当
時
の
古
文
書
で
は
「
牛
頭

天
王
祭
礼
」
と
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
）
で
、
往
古
の
通
り
、
附
け
祭
り
（
祭
神

を
も
て
な
し
楽
し
ま
せ
る
余
興
）
と
し
て
子
供
踊
り
を
復
活
さ
せ
た
い
と
い
う

こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
今
回
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
文
書
の
図
版
二
枚
目
に
み
え
る
、
御
祭

礼
成
立
の
由
来
が
書
か
れ
て
い
る
部
分
で
す
。 

 

第
四
回
の
講
座
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
徳
川
家
康
の
関
東
入
国
以
降
、
桐
生

領
は
籏
絹
二
四
一
〇
疋
の
献
上
を
請
け
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
文

書
で
は
、
そ
の
由
緒
と
し
て
、
家
康
が
勝
利
を
得
た
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の

関
ケ
原
合
戦
に
白
絹
（
と
籏
竿
・
差
物
竿
・
竹
刀
）
を
献
上
し
、
そ
れ
が
御
吉
例



と
な
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
桐
生
で
は
絹
織
物
が
盛
ん
に

な
り
賣
捌
方
（
絹
商
い
を
す
る
者
）
も
絹
織
出
し
方
（
絹
織
物
を
織
る
者
）
も
繁

昌
し
、
明
暦
年
中
（
一
六
五
五
～
五
八
）
に
は
、
時
の
代
官
で
あ
る
諸
星
庄
兵
衛

か
ら
、
な
お
一
層
の
絹
産
業
の
繁
栄
と
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
祭
礼
を
行
う
よ
う

に
命
じ
ら
れ
、
籏
絹
献
上
の
由
緒
日
で
あ
る
六
月
二
十
三
日
を
祭
日
と
定
め
、
東

照
大
権
現
、
母
衣
輪
大
権
現
、
牛
頭
天
王
の
三
柱
の
市
神
と
し
て
祭
礼
を
執
り
行

う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
欠
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
今
に
続
い
て
い
る
と
あ
り
ま

す
。 〔

な
お
文
書
の
主
眼
は
、
子
供
踊
り
の
復
活
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
続
け
て
、
最
初

の
御
祭
礼
の
時
か
ら
附
け
祭
り
と
し
て
子
供
踊
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
後
、
河

原
物
（
＝
歌
舞
伎
役
者
）
を
呼
び
寄
せ
る
な
ど
大
掛
か
り
に
な
っ
た
が
、
自
重
し
て
美
麗

に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
き
た
こ
と
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
は
領
主
か
ら

厳
し
く
申
し
付
け
ら
れ
、
附
け
祭
り
で
の
美
麗
な
出
し
も
の
は
取
り
止
め
と
な
り
、
手
軽

な
も
の
だ
け
に
な
っ
た
こ
と
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
は
幕
府
か
ら
の
芝
居
狂
言

等
の
禁
止
命
令
を
受
け
、
附
け
祭
り
を
遠
慮
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
〕。 

  

代
官
諸
星
庄
兵
衛
も
ま
た
、
第
四
回
目
の
講
座
に
出
て
き
た
人
物
で
す
。
そ
こ

で
は
、
や
は
り
明
暦
年
中
の
事
と
し
て
、
桐
生
領
か
ら
物
納
し
て
い
た
籏
絹
を
、



今
後
は
毎
年
三
一
七
貫
一
五
〇
文
の
代
永
（
金
納
）
に
切
り
替
え
る
こ
と
を
命
じ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
桐
生
領
の
中
心
を
な
す
桐
生
新
町

は
、
甲
州
武
田
家
の
滅
亡
後
、
徳
川
家
康
に
仕
え
た
大
久
保
長
安
と
そ
の
手
代
大

野
八
右
衛
門
に
よ
り
町
立
て
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
庄
兵
衛
も
祖
父
民

部
右
衛
門
、
父
藤
兵
衛
が
甲
州
武
田
家
に
仕
え
て
い
た
人
物
で
す
。
祖
父
・
父
共

に
、
長
安
同
様
家
康
へ
仕
官
し
て
、
歴
代
が
関
東
の
代
官
を
務
め
る
家
柄
で
し
た
。

旧
武
田
家
臣
の
幕
臣
に
よ
っ
て
開
か
れ
て
い
っ
た
桐
生
新
町
を
、
同
じ
く
旧
武

田
家
臣
を
出
自
と
す
る
代
官
の
諸
星
氏
が
治
め
て
い
た
こ
と
は
、
同
氏
も
ま
た

桐
生
新
町
の
町
立
て
当
時
か
ら
、
こ
の
町
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ

と
を
窺
わ
せ
ま
す
。 

さ
て
、
ど
こ
か
ら
桐
生
に
こ
の
祇
園
祭
が
伝
わ
っ
た
の
か
は
諸
説
あ
っ
て
不

明
で
す
が
、
今
回
紹
介
す
る
文
書
で
は
、
市
神
と
し
て
牛
頭
天
王
が
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
隣
町
の
み
ど
り
市
大
間
々
町
に
も
古
く
か
ら
の
「
お
ぎ
ょ
ん
（
御
祇

園
）」
祭
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
入
り
大
間
々
は
生
糸
の
市
が
立
つ

町
で
し
た
し
、
桐
生
は
絹
織
物
の
市
が
立
つ
町
で
し
た
。
生
糸
を
つ
く
る
た
め
の

養
蚕
は
、
天
候
不
順
の
年
は
蚕
の
え
さ
と
な
る
桑
の
収
穫
量
が
減
少
し
、
結
果
的

に
蚕
の
生
育
が
悪
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
病
気
に
な
る
も
の
も
増
え
、
こ
れ
を
生

業
と
す
る
人
々
の
生
活
は
一
気
に
苦
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
ま
た
繭
の
生
産



量
と
そ
の
品
質
が
落
ち
込
む
と
い
う
こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
生
糸
の
流
通
量

が
激
減
し
そ
の
品
質
も
低
下
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
を
原
材
料
と
す
る
絹

織
物
も
振
る
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
生
糸
や
絹
織
物
を
売
り
捌
く
市
の

あ
る
町
に
と
っ
て
天
候
不
順
は
、
養
蚕
の
不
振
に
直
結
し
、
人
々
の
生
活
を
脅
か

す
恐
ろ
し
い
災
禍
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

市
神
と
し
て
牛
頭
天
王
が
勧
請
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
生
業
で
あ
る
養
蚕
を

不
振
と
い
う
災
厄
か
ら
守
り
、
市
を
一
層
繁
昌
さ
せ
る
と
い
う
霊
験
を
頼
み
と

し
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

さ
て
、
話
は
再
び
今
日
の
こ
と
に
戻
り
ま
す
が
、
四
丁
目
の
鉾
の
頂
に
は
威
風

堂
々
た
る
「
素
戔
嗚
命
」
の
人
形
が
睨
み
を
利
か
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
明
治

元
年
に
神
仏
分
離
令
が
出
さ
れ
、
京
都
の
感
神
祇
園
社
が
廃
寺
と
さ
れ
八
坂
神

社
に
改
組
さ
れ
た
よ
う
に
、
牛
頭
天
王
を
祀
っ
て
い
た
全
国
の
祇
園
社
や
天
王

社
が
廃
寺
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
は
神
仏
習
合
で
牛
頭
天
王
と
と
も
に
祀
ら
れ
て

い
た
素
戔
嗚
命
の
み
が
祇
園
祭
の
祭
神
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
桐
生
で

も
牛
頭
天
王
を
は
じ
め
と
し
た
市
神
を
祀
っ
て
い
た
衆
生
院
が
、
明
治
三
年
に

八
坂
神
社
と
改
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
八
年
に
完
成
し
た
四
丁
目
鉾
に
乗
る

祭
神
が
素
戔
嗚
命
で
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。 


